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中核機関との連携下、我々の保持するがん、神経難病がん、神経難病の各疾患DBを高度化し統合
化するための適切な方式を開発し、統合医科学統合医科学DBDBとしての雛型を実証的に構築する。
これは、これまで散在していた分子・疾患情報に相互的有機的な関連性を確立し、包
括的な医科学研究を推進するとともに医療実践において先端的な個別化医療を推進
させ、産業界において創薬開発、診断ツール技術開発等に大きく貢献する。

中核機関との連携

個体レベル

組織器官レベル

細胞内過程

全身協関係
（がん・神経）

臓器間連携
細胞間コミュニケーション

多階層多階層統合統合医科学医科学データベースデータベース

遺伝子変異

発現レベル
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パスウェイ

高度化方式開発
統合方式開発

がんがん
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実証的構築
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情報モデル・オントロジー情報モデル・オントロジー
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オミックス医療オミックス医療遺伝子多型遺伝子多型

TranscriptomeTranscriptome
ProteomeProteome

OmicsOmics

臨床表現型臨床表現型

疾患を疾患をシステムシステム的に捉える的に捉える

遺伝子多型遺伝子多型

ミッションステートメント
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大阪大学大阪大学

実施体制概要

分担機関分担機関

疾患・疾患・臨床医科学臨床医科学分野に特有な分野に特有な

統合統合DBDB技術開発技術開発

実証的統合実証的統合DBDB構築構築

（技術開発・辞書作成）
技術ニーズ・解決策

技術シーズ
開発技術の標準化

（技術開発・辞書作成）
技術ニーズ・解決策

技術シーズ
開発技術の標準化

標準化標準化 基盤技術開発基盤技術開発
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・提
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・提
案
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連
携
指
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連
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指
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連
携
指
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中核機関中核機関

東京医科歯科大学東京医科歯科大学

疾患・臨床医科学分野に特有のDB技術疾患・臨床医科学分野に特有のDB技術

共通技術として提案
分野特有な技術の報告提案

共通技術として提案
分野特有な技術の報告提案共通技術として指示・提供共通技術として指示・提供

疾患・臨床医科学分野に特有な適合化疾患・臨床医科学分野に特有な適合化

疾患分野 標準化疾患分野 標準化

疾患分野 DB技術開発疾患分野 DB技術開発

構
築
構
築D

B
D

B

の
提
供

の
提
供

疾患分野 辞書作成疾患分野 辞書作成

疾患分野特有
― 個別症例の扱い
― 類似性検索
― 利用形式

― 生命情報以外の情報の存在
― 社会情報、環境情報



統合医科学データベース構築方式統合医科学データベース構築方式のの開発開発

4

ア
ク
セ
ス
制
御
（セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
技
術
委
員
会
）

セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
検
索
・マ
イ
ニ
ン
グ

多
言
語
環
境
に
お
け
る
日
本
語
ベ
ー
ス
検
索

疾患DB
（神経難病）

疾患DB
（がん）

多
階
層
医
科
学
情
報

多
階
層
医
科
学
情
報

疾
患
オ
ミ
ッ
ク
ス

疾
患
オ
ミ
ッ
ク
スD

B
D

B

ユーザー
医師
研究者共

通
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

医療情報
システム

疾患疾患

臨床医科学臨床医科学DBDB
統合技術開発統合技術開発

疾患・疾患・臨床医科学臨床医科学DBDBオントロジー（用語・概念統合）オントロジー（用語・概念統合）

疾患・疾患・臨床医科学臨床医科学DBDBデータ交換フォーマット（データ様式統合）データ交換フォーマット（データ様式統合）
ターミノロジーターミノロジー

医療情報
•臨床情報
•病理情報

オミックス情報

データソース
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DBDB構築充実構築充実 DBDB可用性向上可用性向上
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統一基盤統一基盤 国際標準化国際標準化

社会情報基盤形成社会情報基盤形成
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疾患・疾患・臨床医科学臨床医科学DBDB情報モデル（情報構造統合）情報モデル（情報構造統合）

大阪大大阪大
東京医歯大東京医歯大
学際チーム学際チーム

プロジェクト概要
利用者

文献情報
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5多階層多階層統合統合医科学医科学データベースデータベース

生命分子階層ネットワーク 疾患階層ネットワーク

疾患オントロジー疾患オントロジー
（がん、神経疾患）（がん、神経疾患）

生命分子生命分子オントロジーオントロジー

疾患・疾患・臨床医科学臨床医科学情報モデル情報モデル

疾患・疾患・臨床医科学臨床医科学データ交換フォーマットデータ交換フォーマット

生命分子・生命分子・疾患疾患
メタオントロジーメタオントロジー

生命分子生命分子
データデータ

オントロジー変換オントロジー変換

全身協関係

ゲノム、SNP
発現レベル

タンパク質

シグナローム

細胞間連携

臓器間連携

パスウェイ

メタボローム

細胞内

症候学
診断学
治療学

病態生理学
病理学
検査学

病因学
環境衛生学
微生物学

臨床疾患臨床疾患
オミックスデータオミックスデータ

共通共通

インターフェースインターフェース

要素ＤＢ要素ＤＢ疾患DB
（がん）

疾患DB
（神経疾患）

他の疾患
DB

他の治療DB
セマンティック・インターオペラビリティセマンティック・インターオペラビリティ――

日本語対応、多分野対応日本語対応、多分野対応

疾患別オントロ
ジー

感染症

ウイルス

宿主免疫

代謝疾患

など

構築されるデータベース形式



統合医科学データベース構築方式統合医科学データベース構築方式のの開発開発

6

疾患データベース（がん、神経難病を中心とし疾患データベース（がん、神経難病を中心とし
て）の高度化と実証的統合に関する研究て）の高度化と実証的統合に関する研究

疾患・疾患・臨床医科学臨床医科学データベースに特化した統合データベースに特化した統合
技術開発に関する研究技術開発に関する研究

プロジェクトの総合的推進プロジェクトの総合的推進

４年度目３年度目２年度目１年度目研究項目

各疾患別各疾患別
統合統合DBDB公開公開

全疾患全疾患
統合統合DBDB公開公開

年次計画概要

神経難病データベースの高度化

がんオミックスデータベースの高度化

疾患ＤＢ情報モデルとシステム連携に関する研究

疾患ＤＢオントロジーに関する研究

ＤＢ利用方法とセマンティクスに関する研究

技術ニーズ決定

技術ニーズ決定

技術ニーズ決定

技術問題の把握と解決

統合化技術の開発

情報構造化技術統合 要素技術統合

疾患多階層化

疾患オミックス多階層化

疾患多階層化と社会問題検討 データベース統合

全ＤＢ統合化

ＤＢ統合技術整理

取りまとめ

統合技術の開発、標準化、公開倫理の検討 取りまとめ
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疾患データベースの疾患データベースの
高度化高度化

統合医科学データベース統合統合医科学データベース統合
の基盤技術開発の基盤技術開発

東京医科歯科大学東京医科歯科大学

大阪大学

共同研究

基盤技術応用 データベース
統合理論確立

相互連携による
情報の横断的
統合研究

神経疾患神経疾患

サイバーメディアセンターサイバーメディアセンター

情報医科学センター情報医科学センター

疾患データベースの疾患データベースの
高度化高度化

がんがん

データベース
統合理論確立

基盤技術応用

大阪大学

東京医科歯科大学東京医科歯科大学

プロジェクト別実施体制
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中核機関との連携：

医科学研究効率最大化
医療費削減

基礎研究と臨床応用
の間隙の最小化

基礎研究と臨床応用
の間隙の最小化

トランスレーショナル研究トランスレーショナル研究

新薬・新機器創成

早期予測による
創薬コストの低減

早期予測による
創薬コストの低減

創薬・医療産業創薬・医療産業

診断治療医学の体系化診断治療医学の体系化

包括的医科学研究
の推進

分子医科学研究分子医科学研究

世界最高水準の多階層

医科学社会情報基盤

世界最高水準の多階層

医科学社会情報基盤

医療の質の向上
生涯健康の実現

個別化医療・疾病予防・
健康管理の現実化

個別化医療・疾病予防・
健康管理の現実化

オミックス健康・医療オミックス健康・医療

最も重要な医科学研究社会情報基盤を形成最も重要な医科学研究社会情報基盤を形成最も重要な医科学研究社会情報基盤を形成

世界最高水準の

生命医療情報データベースへの発展

世界最高水準の

生命医療情報データベースへの発展

各病院ゲートウェイDB
生涯電子カルテ

病院情報システム
匿名化
研究用DB

標準形式
通信

HL7, JLAC, HOT, 標準病名

匿名化匿名化

標準形式
通信

標準化標準化 + + 匿名化研究用匿名化研究用DBDB構築・連結の推進構築・連結の推進 + + 各臨床学会との横断的連携各臨床学会との横断的連携 医療情報・臨床情報医療情報・臨床情報 統合統合

日本医療日本医療ITIT推進協議会推進協議会 、、日本医療情報学会日本医療情報学会 （会長：田中博）（会長：田中博）

統合統合医科学医科学DBDB

要素DB

医療情報の標準化
ISO/HL7/IHE/DICOM/CEN
医療情報の標準化

ISO/HL7/IHE/DICOM/CENISO/HL7/IHE/DICOM/CEN

各臨床学会と
の横断的連携

安全安心な生涯医療・健康社会の実現

データベースの発展性


